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報道発表資料 
平成31年３月18日 

独立行政法人国民生活センター 

 

その電話、「アポ電」かも 

‐知らない番号からの電話に出るのは慎重に‐ 

 

公的機関や実在する企業名、家族をかたり、家族構成や資産状況などを聞きだしたり、所在確

認をしようとするいわゆる「アポ電1」と思われる不審な電話に関する相談が全国の消費生活セ

ンター等に寄せられています。このような不審な電話は、振り込め詐欺や還付金詐欺といった財

産的被害のきっかけとなるだけではなく、最近では、強盗事件に「アポ電」が関わっているとい

う報道もされています。そこで、国民生活センターではトラブルの未然防止のため、「アポ電」

と思われる不審な電話に関する相談事例を紹介し、消費者に注意を呼び掛けます。 

 
 

１．相談事例 

【事例１】先日テレビの制作会社を名乗る人から、「所得は500万より上ですか」などの質問が

あったが、「お金のことについては、答えることができない」と言って電話を切った。今日、

警察の協力団体を名乗る者から、「一週間前にテレビ番組に関して電話がなかったか。捜査

で押収した名簿に名前が登録されているが、一つだけの団体からは削除できない」というの

で、「親戚に警察官がいるので相談してみる」と言うと、態度が変わり電話も切れた。 

（2019年２月受付 70歳代 女性） 

【事例２】先ほど市役所の職員を名乗る者から電話があり、「還付金がある。手続きをするの

で取引銀行と口座番号を知らせて欲しい。また、還付対象者になるかどうかの判断基準とし

て口座残高が50万円以上かどうか確認したい」などと言われた。不審に思ったが取引銀行を

伝えると「後ほど、銀行から案内の連絡があるので待つように」と言われ、電話が切れた。 

（2019年１月受付 70歳代 女性） 

【事例３】昨日、消防署の職員と名乗る人の電話で、「一人暮らしか」と聞かれ、「はい」と答

えてしまった。「何の用か」と聞くと、「災害時にすぐに救助できるように、一人暮らしか確

認をしている」と言われたが、消防署がそのようなことをするとは聞いたことがなく不審な

電話だった。 

（2019年２月受付 年齢不明 女性） 

                                                   
1  本資料において「アポ電（アポイント電話・アポイントメント電話）」とは、家族構成や資産状況を聞き出

したり、相手を信用させたりすることなどを目的にかける電話を指しています。 
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【事例４】テレビ局の職員を名乗る人から電話があり、「一人暮らしですか」と聞かれ、「家族

と暮らしている」と答えると電話が切れた。不審な電話なので情報提供する。 

（2019年１月受付 70歳代 女性） 

【事例５】昨夜、息子を名乗る電話が自宅にあり妻が出たところ、気管支炎で精密検査が必要

になったなどと話ながら何度もせきこんでいたが、私に変わった途端電話は切れた。 

（2019年２月受付 年齢不明 男性） 

２．アドバイス 

（１）知らない電話番号からの電話に出るのは慎重に。着信番号通知や録音機能を活用しましょう 

自宅の固定電話や携帯電話・スマートフォンへの知らない電話番号からの電話は、「アポ

電」などの不審な電話のおそれがあります。固定電話機や携帯電話・スマートフォンの着信

番号通知機能や電話番号登録機能のほか留守番電話機能などの録音機能を活用し、誰からの

電話か分かったうえで電話に出るなどしてトラブルを避けましょう。 

（２）会話から個人情報が知られます。家族構成や資産状況を聞かれたらすぐに電話を切りまし

ょう。また、家族を名乗る電話も一度切ってかけ直すことでトラブルを避けられます 

電話で会話をしているうちに、家族構成や資産状況などの個人情報が知られてしまうこと

があります。心当たりのない着信があり思わず電話に出てしまったような場合でも、ご自身

の名前を名乗ったり、家族構成や資産状況などを答えたりすることはやめましょう。また、

電話中に資産状況などを聞かれたらすぐに電話を切りましょう。家族を名乗る電話も、少し

でも不審な点を感じたら電話を一度切り、知っている家族の電話番号にかけ直すことでトラ

ブルを避けることができます。 

（３）特に高齢者には日頃から家族や身近な人による見守りが大切です 

特に高齢者のトラブルの未然防止のためには、家族や身近な人の協力が大切です。日頃か

ら家族や介助者、近所の方などの身近な人が、高齢者を見守り様子の変化などに気をつけま

しょう。また、遠くに離れて暮らしている場合でも、定期的に電話をしたり帰省の際に電話

機の設定や電話番号の登録を手伝うなどできることがあります。 

（４）警察や消費生活センター等に電話するなど、周囲に相談をしてください 

不審な電話があった場合には、すぐ警察や消費生活センターなどに電話をしたり、家族や

周囲に相談をしましょう。 

＊ 警察相談専用電話「＃９１１０」 

＊ 消費者ホットライン「１８８（いやや！）」番 

最寄りの市町村や都道府県の消費生活センター等をご案内する全国共通の３桁の電話番号です。 

 

３．情報提供先（カッコ内は法人番号） 

消費者庁消費者政策課（5000012010024） 

内閣府消費者委員会事務局（2000012010019） 

警察庁刑事局捜査第二課特殊詐欺対策室（8000012130001） 
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